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(１)質量比が S/(Ca+Na)<1、（２）S/(Ca+Na)>1、（３）Ca或いは Na を含有しない鉱物粒子から
S が検出された粒子である。ここで、S/(Ca+Na)<1 の粒子は、もともと天然に存在する石膏
(CaSO4･H2O)或いはテナーダイト(Na2SO4)の可能性があり、硫黄が検出されたからといって、大
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